
通学路合同点検実施箇所（一覧）

①

1

生 交 災
○

2

生 交 災
○

3

生 交 災
○

4

生 交 災
○

5

生 交 災
○

6

生 交 災
○

＜点検者＞

1 由利本荘警察署 2 【国】 国道事務所： 5 学校担当者：

交　通　課： 3 【県】 地域振興局：

生活安全課： 4 【市】 建設管理課： 6 市教育委員会

ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾀｰ： 生活環境課： 学校教育課：猪股 伊藤 中野、井島

2-6
・砂子下交差点
　（国道107号と県道165号の交差点）

・冬に交差点角に除雪された雪が堆積
　し道幅が狭くなる。見通しが悪く横
　断する児童にとって危険である。

・昨年度同様定期的に交差点角の除雪をお願
　いしたい。また同交差点歩道横の除草をし
　ていただいたおかげで、車両から信号待ち
　をする児童が目視しやすくなった。状況に
　また刈り取りをお願いしたい。

【県】見通しに注意して除雪を実施する。
【生環】除草は状況を見て土地所有者に依
頼する。

✕ 佐々木　洋司

・御門町の交差点
　（国道105号と中央線の交差点・本
　　荘公園・御手作堤付近）

・車線も広く交通量が多いため、横断
　する際に心配である。

・歩行者が安心して安全に横断歩道を渡るこ
　とができるようにしてほしい。

【学校】歩車分離式信号だが右折車の危険
もあり、新年度に向けて安全指導を実施す
る。

佐藤 菅野

千葉 畠山

2-1
・小林無線工場から中堤にかけての坂
　道を下ったあたりの鶴舞球場側との
　合流地点

・一方通行の道路を鶴舞球場側から勢
　いよく車が通ってくるため歩行者が
　横断する際に危険である。

・注意喚起を促す看板等を設定してほしい。 【警察】「止まれ」の標示を検討する。
【生環】看板の設置の効果も含めて検討す
る。

2-2
・本荘公園と御手作堤の間の歩道 ・街灯が少なく、暗い。

・三角池の柵が低く危険である。
・街灯の数を増やしてほしい。
・池の周りの柵を高くしてほしい。

【県】【建管】現在工事中のため街灯を一
時的に撤去しているが、事業の進捗に合わ
せて再設置を予定している。
【県】柵の設置については今後関係者と協
議していく。

令和 7 年度

学校名： 鶴舞小 学校

番号／視点 通学路の危険個所・要注意箇所 通学路の状況・危険の内容 詳細等 対策

2-3
・セブンイレブン大鍬町近くの十字路
　（セブンイレブン側から佐藤病院に
　　向かう途中にある交差点）

・塀があるため、路地からの車を確認
　しにくく危険である。
　（セブンイレブン側の歩道）

・注意喚起を促す看板やカーブミラーなどの
　設置をお願いしたい。

【警察】「止まれ」の再標示を検討する。
【生環】看板は他の看板の設置状況を見て
検討する。

2-4
・鶴舞温泉とＪＡの近くの交差点
　（五叉路）

・塀があるため、路地からの車を確認
　しにくく危険である。
　（セブンイレブン側の歩道）

・注意喚起を促す看板やカーブミラーなどの
　設置をお願いしたい。

【警察】交通安全協会に黄色の足型の表示
を相談する。
【生環】「飛び出し注意」等の看板の設置
を検討する。
【学校】安全指導を継続する。

2-5

対策済

対策済



通学路合同点検実施箇所（一覧）
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＜点検者＞

1 由利本荘警察署 2 【国】 国道事務所： 5 学校担当者：

交　通　課： 3 【県】 地域振興局：

生活安全課： 4 【市】 建設管理課： 6 市教育委員会

ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾀｰ： 生活環境課： 学校教育課：猪股 伊藤 中野、井島

2-6

✕ 佐々木　洋司

・シャトレーゼや業務スーパー ・下校時シャトレーゼや業務スーパー
　から出てくる車が一時停止せず、出
　てくる車を見かけることが多い。

・店側にも大きい看板などで注意喚起を促す
　対策をお願いしたい。

【学校】安全指導を継続する。

佐藤 菅野

千葉 畠山

2-7
・田町交差点（小園旅館角）の横断歩
　道

・信号がなく、横断歩道が運転者から
　も見えづらく、児童の通行が危険で
　ある。

・横断歩道の白線が消えかかっているところ
　の塗り直しや運転者への注意喚起を促す看
　板の設置をお願いしたい。

【警察】横断歩道の再標示を検討する。
【生環】注意を促す看板の設置を検討す
る。

2-8
・古雪町のアクアパル前から羽後交通
　に向かう道路

・歩道がないところもあり、積雪があ
　るとさらに危険である。

・歩道の確保と安全確保のための除雪をお願
　いしたい。

【建管】積雪状況を見て除排雪を実施す
る。
【学校】安全指導を継続する。

令和 7 年度

学校名： 鶴舞小 学校

番号／視点 通学路の危険個所・要注意箇所 通学路の状況・危険の内容 詳細等 対策

2-9
・栄町セブンイレブン井戸尻店前 ・横断歩道がなく、一時停止をしない

　車も多く危険である。
・横断歩道の設置と一時停止を促す看板の設
　置などをお願いしたい。

【警察】横断歩道の設置、または指導線の
標示を検討する。「止まれ」の再標示を検
討する。
【生環】警察による標示までの応急対応と
して看板の設置を検討する。

2-10
・大泉寺山町内のめん丸から大泉寺町
　内につながる道路

・道路沿いに立っている枯れている木
　に危険を感じる。強風により枝が落
　下している。

・枯れている木の剪定をお願いしたい。 【学校】枯れ木の状況に応じて市教委と連
絡を取って対応を検討する。

2-11

対策済

対策済


